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近
世
漁
村
の
人
口
に.
つ
い.
て
は
、ー
.
股
に
そ.
の_

動
が
激
し
か
つ
た
_と
考

え
ら
れ
て
、ヾ

る
。

，

常
時
の
識
者.
の
眼
.に
も
こ
の
事
は
か
な
々
の..
程
度
に
映.
：：'

じ
て
い
た
。h
と.
え
ば
、'佐
藤
信
荸
の.
や
や
誇
張
に
靡
ち
た
表
.現
で
は
あ

る
が
、

r

不
臌
永
く
韈
き
、
且
つ

—

四
作
に
て#
穀
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ー
高
直
な
る
時
：は、..
困

窮
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め
て̂
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く
、
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若
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桃
を̂
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^
^
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烟
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に
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往
々
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■ぅ
が
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き
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ざ
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る
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レ
、>
で
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.：.

そ
ひ
變
動
が
ど
の
锃
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！？
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如
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に'つ
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.
，：

.

趦
_
が
實
證
に
つ
い
て
は
未
だ
發
表
さ
れ
す
い
な
い
。
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茶
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猶
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.
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節
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れ
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。
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し
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他
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漁
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に
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は
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四
圍
の
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け
た
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し
、
，流
行
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る
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害
が
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る
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し
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又
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の
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の
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入
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作
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な
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村
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沐
稿
に
お
い
ズ
は
、
こ
の
ょ
ぅ
な
見
地
か
ら
ニ
漁
村
に
お
け
る
人
ば
の 

變
勤.
を
史
料
に
ょ
り
實
證
す
る
の
で
あ
る
が
、
：本
論
に
入
る
前
に

AJ'

の
村 

'
の
概
觀
と
响
用
し
た
史
料
に
つ
い
て
若
甲
觸
れ
て
ー
お
き
衣
い

。
. :
:.

.

,

紀
伊
國
牟
興
郡
須
.伊
利
浦
は
紀
伊
半
島
策
海
岸
に
面
す
る
漁
村
で
和
歌
ン 

:

山
雒
に
屬
し.
て
'
い
た
-,
°

(

註.
！)

立
地
條
件
に：

つ
い.
て
は
附
近
漁
村
0;
大
多 

數
と
同
じ
ぐ
深
い
久
江
办
奥
に
位
置
し
、
：港
と
：し
て
ほ
惠
れ
ル
い
る

。
' 
レ 

か
し
山
地
が
迫
：つ
て
い
：る
た
め
田
畑
は
極
め
て
少
い
。
臌
最
无
年
：の
.檢
地 

::

帳
に
ょ
れ
ば
、
；村
高
撤
か
七
羽
八
斗
餘
、
じ
か
も
そ
の
內
尤
部
分
が
紐
敷 

_

地
で
ぁ
り
、§

:-

附
近
1

村
の
檢
地
帳
に
も
こ
の
村
ゼ
ら
.

の
入
作
分
の' 

記
屬
は
ご
く
僅
か
し
か
み
ら
れ
ぬ
處
か

_

ら
、'.-
近
1«
:
初
頭
か
ら
こ
の
村
は
農 

讀
以
外
の
、
：
.

恐
ら
く
は
漁
業
や
廻
船
業
、
：柿
業
な
ど
に
そ
の
生
計
の
逯
を 

.

見
出
し
て
い
た
も
：の
と
推
测
さ
れ
る
。
：そ
の
後
：の
新
田
開
發
に
ょ
ク
て
十
：
 

.
 

'八
^

八
斗
撕
：の
村
高
，を
增
加
し
て
い
る
と
は
，

.
い.
え
、
：
近
世
を
通
じ
て
徵
業 

バ
生
塵
へ
の
依
洛
は
極
め
て
低
か
つ
^
:

寬
政
五
年
の#:
明
細
帳
に
も
こ
の
；
 

村
の
渡
泄
方
祀
っ
き

T

須
贺
荆
浦
之
蕺
年
中
機
仕
申̂
尤
^

^

に
は
薪. 

柴
を
供
り
出
し
諸
廻
船
へ
寶
廻
船
^

宿

を
:%

壮
娥
批
仕
兩
候」

と
記
さ
れ 

て
い
K
i 
.
こ
：て.
で
法
意
サ
、ぺ
き
は
.

こ
の
漁
林
が「

年
中
漁
稼」

.
の
可
能
で 

ぁ
づ
お
村
で
ぁ
る
事
で
、
_

實
春
か
ら
夏
に
か
け
て
鰹
釣
り
、
：
秋
に
.は
鱗 

へ
釣
及
び
細
魚
：

C
"

さ
ん
ま.)

：漁
、\
么\
に

は

洛

吉(

=,

ぼ
ら)

及
び
亂
網
と

〈

'
,
、

':
'
六

四

：'
'

c

l
'.
o

S

D

'

-

比
i

平
均
し
た
勞
働
力
を
要
求
し
て
い
た
。
從
つ
て
關
策
や
袈
！！：本
の 

漁
村
に
比
べ
れ.
ば
年
間
の
人
口
移
動
は
遙
か
.に
少
か
つ
た
も
の
と
思
わ
れ

i

o .. 

: 

- 

• .

.

.

•
■
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•■

:
(

註M

 )
，

な
お
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村
の
位
置
に
つ
い
て
は
拙
稿
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近
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に
お
け
る
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:

村
の
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と
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P
利
用
、
ノ
支
配
ヴ

■:
■誌
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四
十
：六
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第
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.
號
所
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€>
■
附
近
略
圖
を
參
照
さ
れ
.
た
い
？ 

,
:.(

註
;5.
屋
激
地
の
高
六
狞
四
斗
餘
、
反
當
：の
■石
付
け
は
一
：石
西
斗
、

:

瓦
姓
家
數
五
十
六
間
。
是̂
對
し
耕
地
は
合
針|
'
反
ニ
敬
で
あ
リ
、

.

■.
'.
筆
數_
は
十
三
、.
所
持
者
は
値
か
七
人
と
な■.
つ
て
い.
る
。':.

.

.
'.

次
に
主
と
し
て
利
用
し
.

た
史
料
で.
あ
る
が
、
.

こ
れ
は
.

「

八
歲
子
懸
人
數 

...

增
滅
家
數
船
數
其
外
改
書
上
帳
1—(

註)

な
る
題
名
を
持
つ
調
赍
書
で
、
.
毎 

,'

年
正
月
に
大
庙
屋
宛
に
.

差
-:
1.

出
さ
れ
て.
い
る
0 

.大
皮
屋
か
ら
藩
べ
は
恐
ら 

/ 

く
管
下
各
村
の
集
計
を
報
告
し
た
も
の
：で
あ
ろ
ぅ
が
詳
細
は
不
明
で
あ 

.

る
”

今
寬
政̂

年
成
年
め
書
上
帳
を
擧
げ
て
み
ょ
ぅ
。
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丞

女

子

同

寺

夕

-:-::
 

一'表
：
.
.
んX
歳

ノ
延
藏
男
チ
同#

ー，ー
.

三
之
助.
.：

八
歲
，
 

•
:
tf

蔵
女
子
同#: 

つ

_1ー
ぃ

ノ

く

'
:/\
'歲

_ 

潮
藏
女
子
同
寺

 ヽ

一
志
：

ち.

A

歲

.

(

マ
こ

久
人

、須
，贺
利
浦
茜
芄
郞
悴
る
く
年
ミ
拾
：六
歲
相

.
賀
組
小
山
，猫
■

七
方 

へ

緣

付

. 

;
 

-

•

M
赞
組
矢
滇
村
傳
之
亟
悴TI
/.
松
年
拾
七
歲.
須
贺
利
浦
茂
七
.方
へ

.
養

夺
:
;.

:•
!.

.
''
■.

■:-
-
'
':
,'
'.

;

成
人
：
.

せ
ん
:«

趟

男
：
:'-

^

大
人
內 

'成
入
お
ん
病
：：
.
'男
グ(

死

人

ブ.-
:
:
彳
 

' ':
、

.:
:
:.-

-

;

女

-  

■:

指
91
\ 
鹽

人.
女
'

^ :
部

增V、：：：：：.
'
」

,v
'.
::
h
へ
•

三
拾
軒
ハ
本 

1..
家

齡

五

拾/\
-
师
..

‘•
^
ノ
拾
六
軒
ノ
.
'^̂:
、

V

 
, 

i

■■:

拾
成
軒
-
.成
分
半
役 

,

■

七

艘

鰹

船
/ 

■
成

艘

さ

つ

は

船

:■

近
世
に
お
け
る1

漁
村
の
人
口
動
態

■

、

成
舰.

.
■
い
さ
は
船

■■  

. .
■成
帖
.
.
.■
表
さ
總

■-
一
,網 
f
 
帖

ン

.
■內

R

-
メ

^
/

::.
:
卜
:-.::
“
：.
^̂
 ̂

▲
■
ひ
辋..
：■■ 

■

.

>•
;

■:  
■':  

' -

壹.
帖

名

吉

！

■,-....
へ

■-
一'

::蓮
®

®

浦
戍
年
人
數
出
人
差
湯
滅
家
數
網
數
船
數
等
相
改
申
所
如 

:
此
御
座
候
以
上
，',
7 

.
:;.

••■

. .
ベ.v

;--
:
'
,;
'
 ̂

庄

屋；

-

.
 
v>. 

^
 

 ̂

M 

m

:

.
 

.

.

-

肝.
煎.
'.
''..
:

■

,
v
ペ 

'
玉
置
兀
右
衞&

ン

..

、.
:'
'

ン

善

ン

.
_

⑩

.

.
 

. 

:

.

.
■:-

.
-

.

(

.
独)

•
和
歌
山
藩
で
は
七
歲
以
下
：の
紫
は
あ
ら
：ゅ

.
る
：人
ロ
調
查
が£>-
除..

外
さ
れ
ズ
い
る
。
こ
の
史
料
も
明
治

11
年
造
は
人
ロ
に
つ
い
て
は
八 

>
^
以
上
の
者
0
み.
を
記
1>
'
三.
年
以
後.
に
な
つ
て
㈣
く
垒
人
ロ
を
記 

し
て
い
る
0
宗
門
帳
、
村
明
舰
帳
そ.の
他
に
：つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
 

從
つ
て
以
下
人
口
と
あ
る
，は
す
べ
て
八
罾
双
上
に

㈣
ち
れ
る
と
と
に 

な.
る
。
な
お
こ
の
史
料
は
蚀
下
單
に
書
上

'帳.
：と
呼.
ぶ.
事
に
す
る
。：

以
上
承
せ
•
石
如
n

C

の
*.
上

勝

は

年

々

M

動
す
る
頭
目
を
記
載
す
る
. 

一
種
の
村
明
細
帳
七
み
る
事
が
.
で
き
：

K?。
.

し
'か
し
、'.
こ
の
史
料
の
存
在
す 

る
安
永
|

明
治
年
間
に« :
:他
に

太
.0-
細
密
な
村
明
細
帳
が
差
し
出
さ
. 

f

い.
巧
_

政
五
1

1

村
#

帳
と
f

IE
月
の
i

f

比

.
ぐ,.
'、'
.

.

パ

へ
,
六
5£
'.
'.(

.
：1'〇
三
廷>
- '



學

食

雜

雜

.

.
：
：
第

吗

ぬ

み

：る̂
1
^
象

敏

餱

ば

ず

べ

：
で

同

：

〕

ヤ

ぁ>
.̂

^
か

し_

浩
1̂
: 

:̂

技
月
:0
:
;
村
明
細
帳
忠
同
萍1£'-
月
の
'膚
上
帳
に
ゆ
逆
に
全|?
^
碁
旦
る
犖
：、 

M
‘

め
^

是

の

數

錄

ハ

ヶ

蔚

：
の

經

過

友

^
?:
ヤ

：は

納

得

し

灘

-
い

.
バ 

か
な
り
の
開
き
で
あ
る
と
こ
な
か
ら
少
く
も
こ
の
年
の
兩
史
料
办
間
に
.は 

_

蜜
內
乾
の
違
い.^
あ.
る
：馨

え

冬
9
由
宗
門
帳
^
の.
比
較
は
^
同
年
^

ー
 

■o
;

_

の
：
が

な

：
い

め

で

不

对

傩

で

^
ゐ
が
安
歡
ー#

の
宗
門
改
帳
吡
人
數
三
.：

「 in
is

十

人

：
と

免

つ

で

居

^
‘：
同

四
_

の

書;1
1
1帳
0
人
數
ー
ー
1亩
五

ゼ

九

人

.
と 

.
办
間
に
若
干
处
相
違
於
み
ら
れ
莠
ハ
こ
の
相
違
ば
家
數
忆
為
る
ど
吏
に
著
；
 

へ
仫
义
兪
者
免
ば
八
十
三
ダ
數
兔
る
於
、
：

.
後
者
マ
ぼ
五
十
七
と
な0:
て
：居 

り

、

こ
れ
は
明
ら
か
に
記
戰
内
容
の
相
違
で
あ
ろ
ぅ
。，
家
數
：に
つ
い
て
は 

1未
藤
で
は
觸
れ
なM
が
、^
㈱
ホ
'一
年
：の
名
寄
帳
及
び
享
保
五
年

q

-n
家
. 

虫

宗

改

帳」

，：：に
無
魏
の
者
が
若
干
名
厨
り
、
そ
れ
を
除
い
：た
：有
判
め
苗 

,
臨
數
和
五
十
七
を
數£-
る.
と
：こ
ろ
か
ら
恐
ら
く
は
無
判
办
掛
姓
—

し
#
 
.
 

.
;分
家

で

あ

り

、
：
：
，
こ

'の
數

ダ

含

め

る

が

杏

か

に

ょ

:-
^

宗

門

帳

と

書

上

帳

乃

至

ぃ
 

;:
は
村
明
細
帳
記
載0
家

數

め

相

違

が

出

て

來

：
る

4
の

と

思

：わ

れ

る

.
。
；
書

上

：
：
： 

«

の
家
數
は
寬_

十——

十
一
，

I

年

にX

寬

竿

一

は

史

料

缺〕

五
十
八 

.
■か
ら
'一
擧
に
八
十1.
1に
墙
如
し
て
い
る
が
，
こ
れ
も
前
述
の
嵩
眼
に
お
'.い': 

'V

始
め
て
®
解

を

れ

ょ

シ

寬

政

十

1.
年
に
は
こ.
の
村
で「

㈣
ホ
入
別
# . 

持
髙
當
作
高
書
上
帳

」

が
作
成
さ
れ
て
い
る
の
：
;%
決
し
て
偶'然
で
：は
な
：
 

.
く
、
こ.
の
年
に
お
：け
る
新
し
い
分
家
の
.
法
的
な
獨
立
が
確
認
さ
れ
た
事
と
：
 

鉻
び
付
げ
て.
考
え
る
事
が
で
き
る
。

:

.

さ
て
こ
の.
ょ
ぅ
に.
家
數
は
さ
て̂

き
、
_

爵
上
'帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
. 

W'
-
は
賢
際
の
須
賀
利
浦
の
そ
れ
と
は
若
干
の
點

.

で
相
違
が
あ
る
。
七
歲
以
ゝ

六

六

2

0

三
四)

ノ
 P

の
者
、；
.ぞ

れ

が

馨

士
 

：、̂
^
v

-:-
-:
僧
侶̂

^

の
階
級
を_

す
る,

. 

は
除
か
れ
る
が
、
他
方
出
稼
中
の
^

は
含
ま
れ
て
し
ま
ぅ
。

(

註)

し
か
し 

:

她
第
ぬ
苴.
を
宗
門
帳
が
未
把
見
出
さ
れ
な
1>-

の
衬
1

^

ご
0:

地
方
に
と
'

•0
:
て
、ぺ
_

上
帳
は
殆
ん
ど
唯-:
€>
:

人
口.
統

哿

史

料

で

急

、へ
こ
.れ
に
よ

 々

七
そ
の
趨
勢
を
知
る
炎
り
：外
に
な
：

^

:.
•

-

 

;,
:
c

註y

 

■

出
稼
入.
及
が
廻
船k

は
と.
の
時
期
を
通.

.

 

的

1

定
し
て
い
る
。

.‘

.

.

.

.

三

'.
•

 

.

.

.

.

'

'

.

こ
：

.

--
'

• 

• 

- 

• ... 

.

.

.

.
,
.

,'
'

■
:
須
賀
利
村
の
人
卩
數
に
つ
い
て
の
：初
期
の
記
錄
は
金
ぐ
見
挝
し
得
：な 

い
。
寶
永
六
年
に
：至
り
漸
く
全
人
：ロ

.
を
«:

い

.̂「

加

子

米

击

未

進

人

別- 

/

帳
£

を
見
3
5
じ
得
务
が
、
：
是
め
よ
り
八
歳
以
上
の
人
ロ
を
算
出
し
て
み
る 

:
:

と
男
ニ
：百
七
、
女
百
六
十
九
、
''
'

合
計
|11;
;

七
十
六
人
と
：な
つ
：て
：い
る
。
次

，
 

，
に
四
十
四
年
後
の
寶
曆
三
年
の
村
明
細
帳
は
入
數
三
百
九
十
八
、
男

1

一
百.. 

.

女
百
九
十
八
を
示.レ
て
居
り
、
次
の
安
永
三
年
の
宗
fi

帳
に
よ
る
金
人
口 

一.
U
S-

四
十
、
男
百
七
十
六
女1

ハ
十
三
、
祝
明
一
.

に
對
し
て
：は
や
や
多
數 

と
な
つ
て
八
る
。
ニ

」

れ
ら
の
諸
指
標
ば
：史
料
の
種
類
が
興
る
か
ら
一
貫
し 

た
も
の
で
は
な
い
。
：
し
か
し
、

.
"
近
世
中
期
に
お
け
る
.こ
の
村
の
人
口
の
動 

.

.

.
き
が
決
し
て
增.
加
の
傾
向
を
.示
し
て
は
い
な
か
つ
た
事
を
十
分
推
測
せ
し 

め
る
。
こ
の
事
は
こ
の
対
に
お
け
る
最
重
要
の
生
產
手
段
た
る
漁
船
.の
減 

'

少
に
よ
つ.
て
^

1

付
け
ら
れ
：よ
ぅ
。
寶
永
：六
年
の
史
斯
は
.こ
の
村
に
大
型 

の
鯨
船1

艘
、
鰹
船
十
一
艘
を
含
め
■て
合
計
三
十
四
艘
の
漁
船
が
存
在
し 

.

r...
い—

た
襄
を
示
し
て
い
る
。

.： '

こ
'
の
數
は
寶P

年
間
の 
一¥■
■

七
か
ら
更
に
{女

平代く西暦） 總 數 m 女

安承 ‘7 (1778) 376 192 184
天明 8 (1*783) 861 177 184
天明 8 (1788) 351 179 .172
寬政 5C1703) 363 186 177
寬政10 (1798) 373 187. 191
莩和 4 (1鳴 359 168 198
文化 5 (1808) 854 164 190
文化10 (1813) 358 174 184
文化15 (1818) 389 191 198
文爽 ■ 6 (1823)

....

899 190 209
•文政;11(1828) 403 196 207
n m  4 (1833) :417 200 217
天保 9 (1838) 4X5 208 207
天保14 (1843) 429 206 228
弘化 5 ClB48> 406 ;199 メ 207
安政 2 (細 ） 4BB 214 219
安政 6 (1858) 417 210 207
文久 8 (1863) 424 220 204
mm 4 C1868> 434 224 210

.

永
四
年
の
十
三
艘
に
迄
減
少
し
た
。
醫
上
帳
の
.始
る
安
永
四
年
は
こ
の
よ 

.

ぅ
に
こ
の
村
の
狀
態
が
最
も
衰
亡
し
て
.
'
い
た
時
期
と
一.
應

判

斷

し

得

よ.

)
o 

.

.
'

へ

.'

■

..

.

 
•

.ぅ

'

 

.
:..
•.
..
.

，

次
表
は
書
上
帳
に
よ
り
安
永
'七
年
：か
ら
慶
應
四
年
に
至
る
九
十
年
間
の
-.
.
.
.
 

.

人
口
變
化
を
五
年
毎
に
示
し
た
も
の
で
：あ
る
。
但
し
史
料
缺
如
の
分
は
翌 

年
或
い
は
翌
々
：年
の
分
を
と
つ
て
あ
^
か
ら
必
ず
し
も
五
年
毎
と
は
な
つ 

て.
い
な
い
。
表
に
見
る
如
く
安
永

——

文

化

中

期

に

至

る

停

滯

期

と

そ

れ
• 

以
後
の
上
昇
期
の
：一：一
つ
に
明
確
に
分
れ
て

.

い
る
。
勿
論
夫
々
：の

時

期

と

も
■'.
.

.

若
干
の
起
伏
は
持”

て
：分
る;01

K

明
年
間
の
關
策
，
奥
羽
を
沖
心
と
す
る 

飢
腿
は
紀
伊
半
鳥
僻
遠
の
こ
の
地
に
は
人
卩
の
上
で
殆
ん
ど
影
鄉
气
か
み
ら

れ
な
い
。■
し
か
し
、：

天
明
五
年
の
死
人
二
十
一
、
六
#

の
十
六
は
そ
れ
迄 

..の
十
人
內
外
の
死
人
に
對
し
や
や
高
く
だ
っ
て
い
る
。.

天
明
五
年
の
死
人 

の
內
譯
は
、
男
四
人
の
海
上
遭
難
に
ょ
る
も
の
を
除
け
ば
他
の
年
と
變
り 

，
な
く
、
.
文
菊
年
も
同
樣
で
.
あ
る
。
.
で
は
この

地
方
に
■

し

、

全
然
_

か 

'

な
が.
っ
た
の
か
；0
附
近
，の
池
方
的
な
中
心
•
を
な
す
尾
驚(

林
浦
、
南
浦
、 

中
井
浦
、
厮
地
村
及
び
堀
北
浦
め
街
續
き
の
五
ヶ

.

村
合
計)

で
は
天
明
四 

年
人
ロ
三
千
七
百
十
四
に
對
し
.
'
ー
年
間
に
死
人
ニ
百
九
內
風
疫
.

(

流
行 

病)

に
ょ
る
も
の
苗
四
十
五

A
J

な
っ
て
居
り
、
か
な
り
多
く
の
死
亡
渚
を 

4
 

o
 

.

出

し

た
->

こ
ろ
か
ら
领
賀
利
浦
を
含
め1

帶
に
若
干
の
人
ロ
減 

2
 

2
 

’退
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
な
る。
. 

.

I

.

 

■で
ぼ
こ
の
時
期
にお
け
る
須

|

_

入

ロ

め

罾

滯

は

何

處

に
 

22
0
22
4.

-:
そ

の

一

基

ホ

め

原

因

が

あ

る

の

か

。

第

.
一

に

安

永

七

年

か

ら

文

化
 

*

.十
年
に
至
る
間
の
人̂
め
移
動
を
み
る
と
他
村
が
ら
の
流
入
が
：
 

1
ハ
十
五
人
で
あ
ゲ
の
：に
對
し
、<
他
村
へ
の
流
出
が
十
四
人
に
過 

4
^ ..
.
ぎ
な
い
’事
は
プ
こ
の
年
間
の
人
ロ
の
悸
滯
が
人
ロ
の
移
動
に
求 

n

 
:
'
め
ら
れ
な
い
事
ゼ®

^ .
て
い
る
。.
.
尤

:4
こ
の
間
史
料
の
缺
如 

g

68
>
v 

V
て
い
る
五
ヶ
年
は
算
定
し
得
な
い
。
む
し
ろ
V
.V-
の
牢
間
I-
須 

g
;

C1
8
::,,ソ
質
利
村
は.
差

引
.-
5
:十
人
餘
り.
の
他
^
<
ロ

：
.の

流

入

を

受

け

て

ぃ
 

8 

4
.:

る
：に
も
拘
ら
ず
こ
の
間
に
ぽ
罾
罾
ノ
更
に
は
殳
ゑ
七
年
と
文
化 

:久
:.
應
V
V
十
部と

.：

の
間
：に
は
僅
少
で
ば-̂
石
が
減
少
さ
え
み.ら
れ
る
の
：は 

ズ

一

廣;

死
亡
苹
の
高
さ、' 若
し
く
は
出
生
舉
の
低
さ
に
そ
の
原
因
を
求
、
 

め
る
琪
が
で
き
よ
う
。
こ
の
雜
の
支
配
下
に
あ
る
村
々
か
ら
は
史
料
記
敝 

の
關
保
上
出
维
率
は
求
む
.
べ
：く
も
な.
5
が
、.
孢
亡
1.
:—

勿
論
八
歲
以
上
、

近
世-
长
^'
け
：る
：：ー'漁
村
の.
人
0 .
動
憩
ー
.
.
：
：
：
'
べ

ノ

ィ

.

•
..:..'

''
:.:
- 

:

':
:

:

六

七

：:'.
'..(

"
1
0
'=
:'1.

五
：

)



六

ん'.
ぷa
o

三.
六)

」

；1微
^
2
雜

豫
#
四

十

六̂

ゾ
：
第

十

ニ

號

.
;'

め
者-
-
•~
-

め
平
掏̂
,

'̂

矩

し
,̂

み
を
ど
千
人
に
付
ー'1'
十.
/\
'

人
と.
な

：
つ
；
て

い 

.
ノ

务-

ー
十
入
以
上
の
死
亡
署
の
ぁ
る
年
ば
天
明
五
ゾ
^

政
十
ー
-

尊
和 

-
.

(

西

、'..
文$

五
年
の
四
囘
に
宣
つ
て
居
弋
ー
後
年
と
比
較
し
て
か
な
り
議 

'

ゼ
あ
る
ゾ̂

に̂

^

每
年
八
歲
子
と
し
ヤ
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
數
は

- 

.

#:
¥

均
千
人
匕
付
ー9
-

三
人
で
ぁ
り
、
死
亡
率
を
痗
か
下
廻
：つ
て
：い
る
。

.
•
.

こ
の
死
亡-

ば

常

時

人

安

永

一̂

化)

の
他
柯
'>

比
較
し
で
：み
る
ど
.、 

.
:
阜

歡

が

千

人

に#'
:

十.
1
1
人
、
：か

不

學

七

人

、
：大
曾
根
浦
ニ
十
| 

と 

:

如
ウ
て
居
ゥ
、

：

他
方
八
歲
子.
の
率
は
■千
人
：に
付
夫
：々

ニ
十
九
、
，
—*1

十
三
、.

.

:'
:.11

十
<
と
な
つ
で
いI
。•
從
つ
て
是
等
三.
ヶ
村
で
は
何
れ
も
こ
の
時
期
に 

.

人
口
ゆ
四
亂
以
止
も
增J i
l
し
て
い
る
。
：
結
局
須
賀
利
浦
で
は
八
歲
子
に
坐 

..'
'.
.
育

す

る

者

の

率

ょ

り

も

ブ

死

亡

荦

の

高

さ

に

そ

の

停

滞

の

眞

因

が

求

め

ら
 

V
H
る
ょ
ぅ
に
思.
わ
れ
る
。
：と
賃
つ
尤
も
そ
の
差
は
さ
し
た
ゐ
:%
^
で
は
な. 

-

.,
く
、(

叉
他
村
か
ら0
人

ロ

流

人

：は

こ

の

.
期
§
を
通
じ
て
人
ロ
の
擦
滞
こ
そ 

•
:.
も
た
ら
し
た
が
、1:
^
な
繁
は
來
さ
双
か
つ
た;0
^
近

^

村

の

人

ロ

增
 

;

:.
•.
加
'に
^
^
何

故

こ

：
の
«>
の.
み

が

停

滯

し

：
て

い

^
の

が

，
は

書

上

帳

の

：
み

を

も 

.

タ
て
ば
解
明
し
紙
い
。̂

令
の
村
の
生
產
權.
の
差
異
が
經
濟
的
な
}
^
因 

•

と
な
っ
て
‘い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
內
容
に
つ
.い
て
は
後
日
を
期
し
た

.

さ
.
て
須
賀
利
浦
は
文
化
末
期
を
場
に
急
激
に
人
口
を
增
加
：さ
せ
、
弘
化 

,

.

举
間
の-

1

時
的
減
少i

ち
，にfE
l

復
し
て
明
治'
に

至

る

わ

あ

る

'
。
.
'
通
 

.

.

説
的
に
は
近
世
農
村
の
疲
弊
期
に
當
ゃ
て
逆
め
現
象
求
見
ら
れ
各
こ
ど
に 

'
..
•

ぃ
な
る
。'
前
記
め
'
三
漁
村
に
っ
ぃ
て
ー
み
て
も
共
に
相
當
の
遞
少
を
示
じ
、
：慶 

.

應
四
年
の
數
字
は
早1±
1

浦
の
如
き
、は
资
永
年
間
ょ
り
^
1
!

る

.
と

ぃ

っ

だ

減
ゾ

讓

り

：で
あ
る
。
：と
.

れ
ら
め
：比

較

は

後

で

费

る
_

に
じ
て
、
.
先

ず

こ

の. 

時

期

：の

人

ロ

增

加

.
の
內
容
に
り
ー
い
て
考
察
し
て
太
ょ’:0
:

ヾ
：
.

文
化
十
年
が
ら
十
五.年
に
至
を
五
年
間.に
三
十
：
'
一
入
の.
增
加
.は
何
に
ょ 

つ
て
も
た
ら4

れ
た
の
だ
ろ̂

^

。..
八
歲
子
の
合
計̂

^

十
西
人
、
死
亡 

は11.

一
十
七
人
：で
あ
を
か
ら
自
然
增
加
は
七
人
と

.

な
る
。
雙

人

口

の

出

入

：
 

を
'み.
る
と
入
人.
三
十1

:1

人
に
對
し
出
人
は
九
人
、
差
y
.

一
十
三
人
の
增
加
；
 

で
あ
，り
、
こ
の
五
年
間
に
か
な
り
の
入
ロ
流
入

.
が
あ
つ
だ
琪
が
明̂>
'

^

で.

.

，
あ

る

。
.

更
に
文
化
十M

年
以
後
、
人
口
が
一
.時
的
減
退
を
未
す
直
前
の
天 

保
十
四
年
迄
の
ニ
十
五
年
間
を
：と

.
'.
つ
て
み
：る'

 
.
死

亡

率

は

千

人

に

#
-
き
 

.

1
¥:.

四
人
、
八
歲
子.
は
千
人
に#

一.
一
十
一
人
で
、
.依
然
と
し
て
自
然
減
少 

'
を
見
せ
て
い
〃
る
。
.

と
の
時
期
に
お1'
*

て
も
人
ロ
增
加
の.
主

因

と

な

.
：
つ

た

の 

は
自
然
減̂.
を
後
駕
す
る
人
口
の
流
入re.
,
あ
つ
た
こ
と
が.
法
目
ざ
れ
る
。
.
 

そ
の
數
は
人
入1
0

八
、._
出
人
四
0

、
差
引
六
十
ん
入
の
堦
加
で
前
期
以 

上
の
高
さ
：を
：
17J
S

し.
て.
い
る
。
.

ぺ 

一
；.

同
じ
年
代
を
と
つ
て
比
較
レ
て
み
る
■■

>

、

た

と

ぇ

ば

早

斑

浦

は

ー

一

一

诌

f

 

へA

か
ら
：一I
s

1
十
七
人
"

へ
大
曾
根
浦
は
百
六
十
六
人
が
ら
11

ー
.
干

九

人

へ
 

と
滅
少
し
九
木
浦
の¥

は
五
亩
八
七
ル
人
か
ら
六
百
ニ
：十
入
へ
>
增
加
を 

見
•̂

て
い
を
ャ
是
等
ー
上
ヶ
村
に
つ
い
て
言
え
る
事
は
共
に
暴
七
年
か
ら

- 

'.
'
'
'ル
年
に
が
げ
孓
の
胍-1
|

の
：影
醫
の
相
當
强
ぃ
こ
と
：で
あ
石
。
..こ
の
芑
ヶ
村 

.

を
通
じ
て
爷
均
約
八̂

の
村
揭
が
死
亡
し
て
ぃ
，

.
る
。
更
に_

爲

に

：
な

る

.と 

こ
の
§

は
大
き
ぐr 
,
夭
保
八
年
：の
人
ロ
四
千
八
哲
五
十
四
は
ー

 

'年
間
に 

__.

ー
宇
九1*
1
ー
十1
:

と
ニ
0

%

近

く

を

減

じ

て

：
い

：
る

?:
°

そ
：し
て
尾
聽
は
以
後 

'

明
治
に
至
る
造a
の痛手から：

得な：いの

.
p
'f
e

るが

、

H

を
み
る
と
、)

V-

の
影
響
は
灾
明
畤
と
：羅

殆

ん

：

ど
な
い
事
が
：；立
，

.

證

省

れ；：. 

.

.

る
。.

在

の

年

の

派

亡

者

九

は

卒

年

ょa

や
や
高
く
は
あ
つ
て%
.
そ
れ
，
 

.
,
;-.

'

程

の

馨

で

は

な

く

、
：翌4

年
に.
は
；覆

し

尤

：ぃ
る
。
ヒ'€>

年
0

多
»

の
：
 

:

死
考
は
：死
因
に
流
行
病
ど
.
あ
り
、::
'.

飢
饉
で
抵
抵
カ
の
掘
つ
：た
處
へ
：傳

議

：
 

:

.
の
流
行
が
加
わ
：つ
.

た知
®
:

p
:
&-

ろ
5

。)

か

：
か

る

時

溯

に

あ

つ
：：

て

須

賀

利

浦

： 

.

ば
恐
ら̂
.

そ
の
地
理
的
な
孤
立
性
が
流
行
病
：に
ょ
を
朽
擊
を
免
れ
各
せ

.

だ

，
 

'

も
の
で
；ち
ろ
ぅ
。
又
他
め
漁
故
に
お
い
て
も
そ
の
打
擊
の
想
像
さ
れ
る
ょ

.

.

:
々
遙
か
に@

少
で
あ
つ
た
。
：

.

：こ
の
事
寶
は
漁
村
に
お
け
る
紈
II

や

碧

病
'
 

,
1' 

に
對
し
て.
の
请
外
：に
强
い
抵
抗
カ
の#:
在
す
る
も
：の̂
0:
'

て.
注
：
.
目

さ

，れ
. 

ノ

-

る
-0

災
害
の
著
し
が.
：つ
た
關
東
や
奧
羽£

お
'い
弋
は
激
論
異
づ
た
結
果
を 

:

’
坐
じ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
：漁
村
と
雖
も
決
し
：て
信
季
の
言

5:-

如
く
1

秒
人
' 

.ぐ

烟
を
絕
づ
と
胃
っ
た■

な
柯
擊
を
嘴
け
る
も
の
.ば
か
り
で
は
な
く
、
逆
に 

比
較
的
酿
穩
な
此
態
で
炎
害
め
時
期
を
通
過
し
だ
村
す
ら
存
在
し
た
の
で

. 

....:
あ
.る 
o 

1
.

.

.

V
: 

.

天
保
の
危
機
を
無
蕺
に
脱̂
た
須
賀
利
浦
は.
以
後
明
治
に.
至

ス

迄

、
.
他
 

,

::
'

の
多
く
の
村
が
衰
退
し
つ
つ
あ
つ
、た
：の
に
^

^

替
ぇ
、.'
'

人
|1
|

推
移
の
上.
：で
‘' 

」

は
變
動
の
少
い
經
過
を
た■ど
つ
'
て.
い
る
。.

こ

：
れ

を

死

亡

者

數

を

.
と

つ

て

考
 

■:

，
察
し
て
み
る
之
い
文
化
十
五
年
议
證
應
四
年
に
至
る
造
、

ゴ

H
-

ポ
人.
の
.
. 

.

ぐ
.

死
者
を
出
し
た
文
政
五
年
を
除
い
.

て

、
-:
十

人

以

上

の

年

は

全

く

な

い

。

一 

:
'

と
れ
を
文
化
以
前
と
比
較
す
れ
ば
如
何
に
そ
の
數
が
減
つ
て
い
る
か
が
明

.

、
瞭
で
あ.
る
，
從
つ
て.
そ
と
怜
は̂

^

間
を
缡
に
こ
の
村
に
起
つ
：た
何
筝 

'
か.
の
經
濟.
上
：の1

が
想
定
さ
机.
て
來.
る
。
.-
,:
'

-;,

'

ぐ 

一.
^

實
と
の
時
期
に
奴
け.る
^

1

の
發
展
は
非
常
だ
大
き
い
も
の
が
あ
0:

V

!&
#
に
籾.
け
る
：

一

一®
?
^
人

口

'
動

態

.

た
。
そ
れ
は
こ.
の
村
に
お
け
る
鮪
網
漁
業
の
創
業
で
あ
る
。

こ
の
創
設
の

•.

,

年
代.
は
S

-'.

一̂

(

■
.

に
よ
れ
ば
文
此
五
年
と
な
ぺ
っ
て
^
^
^

又

書
上

帳

は. 

'
.

っ
：ど
後.
れ
て.
裏

年

間

：か
ら
記
載
し
て
.い
る

一

の

.
で

あ

る

.が
、
恐
ら
く
文ン 

::

へ
化
年
間
を
創
始
期
と
考
ぇ
セ
，ょ
い
の
で
ば

.

な
か
ち
う
か
。.
こ
'の
漁
榮
に
っ 

.

いH

は
別
■

で
|

^
|

，
る̂

^

-&

る
が
'>
‘'

村

の

共

麗

親
H

地
下
網
と；. 

:

■し
て
喪
營
さ
れ
た
衣
め
、
‘̂
^

分
鄭
は
、
勿
論
村
の
上
層
階
級
に
多
か
っ

.

: 
'

た
と
ば
言
え
、
村
民
余
部
に
及
び
、
そ
の
金
額
ぱ
多
、い
年
に
は
こ
の
皿

»

. 

一:■
の
'
み
で|

e

通
：の

漁

民•
戶

一

：一
 

百
目
近
く
に
も
達
し
、

.
■
そ
れ
以
前
と
：
 

:

'-

は
收
入
の
點
：で
格
段
.

の
相
違
を
來
七
た
。
.
：：.

.
-'
:
/.
:

V
,  

s
>
'.

大
林
雄
也「

大
日
本
庫
業
事
蹟
漁
筆
及
：水
產

J(

瀧
本
誠T  
•
向 

V

:,.
:
:■

井.
庳

松

鑷F

日
本
庳
業
黉
料
大
系

」

第
四
卷
所
收)

。.
：
.
,
.: 

•
 

::
マ
;:
:
づ
し
か
：も
注
目
ず
べ
，き
ば
亡
：の
議
が
前
述
の
早
田

:
:

ヶ
浦
に
は
存
在
し
：て
：い
な
い
事
で
、
幕
末
に
お
け
る
一
般
的
な
疲
弊
期
に 

:

:■

あ
っ
て
、
そ
の
入.
ロ.
を
維
持
し
增
加
さ
せ
た
重
耍
な
耍
因
と
.

し
：て
、
.

こ
：
.

の
'

■ :

鮪
網
漁
業
の
存
在
が
果
し
た
役
割
：は

.
大
き
い
。
勿
論
入
口
增
加
.

の
；•理
f
f
i

を
：

■

1

こ..
の
事
實
だ
け
に
求..
め
，る
め
：は
，困
難
で
あ
り
、
多
く
の
複
合
し
た
理
珀
に 

パ
よ
る
も
の
：で
あ
ろ
う
が
、

こ

.

、の
よ
う..
に

靈
.

の
多
い
生
犛
の
存
在
は
、
利 

:
:

益
が
村.
民i

般
に
分
配
さ
れ.
る

場

合

、

，
村

の

生

活

に

與

え

た

議

は

、

，
農
 

.

.

漁
村
を
陳
わ
ず
決
定
的
な
も
の
が
あ
.

つ
た
。

;. 

■

:

こ
の
ょ
ぅ.
に
、
：
.
安

永

以

後

を

通

じ

て

;>
.
,
須

賀

利

浦

は

極

め

て

人

ロ

吸

別
 

力
の
强
：い
村
乜
あ
つ
た
と
言}
事
が
セ
き
兔
死
亡
率
は
他
村
に
比
し
、

a
:

o
~
i,

:.
'

交



三
出
學
會
雜
誌
第
四
十
六
卷
第
十
二
號

特
に
R

立
っ
て
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
常
に
八
歲
子
の
率
を
上
同 

る
も
の
で
あ
っ
た
以
上
、
ご
の
村
の
人
口
增
加
は
、
こ
の
流
入
人
口
な
く 

反
て
は
者
え
ら
扣
な̂

安
爹
年
か
务
明
治
羧1
#

に

莖

る

奪

移

；動
；數
ぐ
べ 

'
は
':
'

入
人
1
ー

亩

七

十

：四

、
：
，
：
出

.
<

百
四
、
：̂

51
苒
六
汜
八
人
於
增
加
レ 

る
。
こ.
の
數
は
附
近
の
漁
村
に
比
し
、
逆
の
關
係
を
免
す
も

>
の
で
あ
る
。 

た

と

免

ば

大

尊

歡

は

同::
1
:

時
期
に
，入
人.
五
十
九
、
.

，出
^

1

四
い
差
引
四' 

い
 

:
十
五
入
が
流
出
し
：て

い

る.:;°

早
田
補
ふ
允
木
浦
は
他
村
.

と
い
の
出
入
资
く. 

相
瓦
に
殆
.ん
ど
同
數
を
沄
し
て
い
る
0

ヤ

は

須

賀

利

浦

，
へ
：
の

.
流
入.
は
如
何.

な
'る
內
容
を
示
す%-
:の
-̂..

あ

，.
ろ

ぅ

か

。

".(
鼓)
入
人 
一'i
七
十
四
人
の
內
判... 

明
せ
る
者
の
種
類‘
男
女
別
を
示
す
と
次
表
：の

穿

に

な

る

ヲ:-
'

バ

.U

の
表
に
ょ 

フ
り
、.
人.
ロ
流
'；
.' 

'.

入
の
內
、
壓

： 

倒
的
に
多
い 

の
极
義
子
緣 

組
と
い
つ
た
.：
：

■..
家
族
構
成
の.. 

.

.
內
.に

み

ら

れ
 

' 

'

'-
る
。
他
村
に
ぺ 

比
し
八
歲
子
に
生
長
す
る
者
の
率
が
少
い
事
は

T

家」

の

繼

承

：
の

た

め

、
ン

_ 

,
 

が
な
り
廣
腌
圈
か
ら
養
子
を
求
め
る
大
き
な
理
由
'と.
な
つ
た
。
し

か

も

特' 

に
文
化
末
期
以
後
に■お
け
る
'こ
'の
村
の
漁
業
發
展
は
、
他
村
か
ら
の
養
子 

緣
駔
と
、.；そ
れ
に
よ
る
新
し
い
分
家
，の
創
設
を
活
發
に
し
、
文

他

十

年

が

、

七
0
 

(

1

0

三
八)

一一？̂

文
政
六
：年
：に3|
-

-

る
十
年
間k

家

數

を

八

十

：
五

か

ら

百

：
一

.
'
へ
：
と

急

增

せ
し 

め
て
い
る
。

(

註)

本
稿
で
は
流
入
人
口
の
み
に
，っ
い
て
そ
の
內
容
や
範
園
を
述
べ 

る
が
、
流
出
人
口
に
つ
い
、て
も
そ
の
內
容
、
筛
圆
は
殆
ん
ど
同
程
谀 

■

で
あ
り
、
太
>
數
が
少
く
な
っ
て
い
る
忙
過
ぎ
な
い
。

,/
:

■:
■■

他
方
是
ぬ
比
じ
：で
別
越
し
は
九
十
年
間
を
通
；じ
僅
か
八
件

1;
1
十
四
人
の 

.

み
で
あ.
り
、;1
;

か
も
そ
の
內
：に
は
數
年
を
出
で
ず
し
て
洱
び
他
，の
村
へ
越 

■
し
て
行
マ
た
者
も
ニ
彐
あ
る
か
与
ど
の
村
へ
定
着
し
た
移
住
者
は
掇
め 

:
:
て
少
な
か
つ
た
。
.

，
共

麗

的

意

識

の

强

い

村

に

：
と

つ

て

、

^

.̂

か
か
ら.
の
. 

:,

べ
養
子
緣
組
々
通
じ
て
、の
分
家
創
設
に
ょ
る
家
數
の
增
加
は
容
認
：し

得

て 

..

も
、
こ
の
血
緣
關
係
に
基
ず
か
.
な
い
他
所
者
の
移
住
：は
決
し
て
好
ま
な
か 

■'.:
つ
た
？
し
か
し
少
數
な
が
ら
移
住
者
は
見
出
さ
れ
る
し
、
是
等
の
人
々
が 

.

•■
■如
何
に
し
て
村
の
生
活
に
融
け
込
ん
で
行
つ
た
'
か
は
興
味
深
い
®

で
あ

:

そ
こ
■で
、
全
體.
と
しV

、——

文
化
末
期
以
後
に
お
い
て
はそ
の

差
は 

-.
縮
っ
た
と
は
言
克—

ま
@:
入
ロ
共
に
增
加
し
、
^

&

の
創
設
と
共
に 

'他
村
に
比
較
し.
て.
，
富

裕

に

な

っ

た

.
に
も
拘
ら
ず
、
自
然
的
な
人
口
變
動
は 

依
然.
と
し
て
死
亡
者
が
八
歳
子
に
勝
っ
て
い
.た
事
實
は
何
を
意
味
す
る
の 

で
あ
ろ
ぅ
か
。
逆
に
附
近
の
大
曾
根
浦
の
如
き
は
文
化
以
後
人
：
を
減
じ 

一.

て
い
る
が
、：そ
れ
は
自
然
增
加
に
上
廻
る
流
出
人
口
の
次
き
さ
に
ょ
つ
た
。

'

こ
れ
ら
の
事
實
は
、
.

自
然
的.
な
人
口
の
增
加
は
、
必
ず
し
も
そ
の
村
の
經 

濟
的
な
狀
態
と
比
例
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
社
會
的
な
、
卽
ち
他 

、村
と
か
^
入
關
係
の
方
向
こ
そ
問
題
之
な
る
と
言
ぅ
事
を
示
ず
も
の
で
あ

計

不
緣
戾
V

引

越

赛

子

緣

#

ニー》*

九
八 1

:奥

i 五
. ..

八
八
〇

女

1 七 5 m
八o

食

る
。
：し
か
し
、
，須
賀
利
浦
に
お
け
る
八
歲
子
數
の
少
さ

'は
、
果
し
て.
出

生

，
 

难
め
低
さ
に
よ
る

%-
の
か
.>-.
或
；̂

戈
幼
兒
死
亡_

以

高

立

に

よ

ゐ

も

.
の
广 

.
か
は
判
明
し
な
い
？':.
い
.
'.. 

.
-
ぐ

..
:

.
,
最
後
に
こ
め
村
め
他
村
夂
の
人
ロ
出
入
の
範
園
を
述
べ
て
本
稿
を
結
び

. 

た
い
。
前
記
ー
ー
官
六
十
茳
人
ひ
內
譯
を
男
女
通
算
し
て
地
域
別
に

^
る
. 

'
と
、:'.
附
近.
の

縛

か

ら

七
±-
'
'
ー
人
、
：
半
農
半
漁
村
か
ら

SW
-

六

人

、
；
農

救
 

V

か
ら
八
十
八
人
、
尾

獲.
一
十
八
人
と
な
っ
て
い
る
。
殘
り
の
'三
十
人
餘
り 

: .
の
內
、.ST

じ
紀
州
の
新
皆
、
.
田
邊
方
面
か
ら
十
數
入
、
伊

勢：*
;
泡

摩

.
ヨ 

.
0
，
大

和.
淡
m . 
s
 
«
大
阪
、
遠
く
越
中
か
ら

V:

二
人
宛
と
：な.
っH

.

.
い
；る
''
°
從
づ
て
か
な
り
廣
い
範
圍
と
通
婚
し
て
い
る
わ
け
で
あ
：る
が
是
は

. 

陸

上

交

通

：
に

對

し

て

海

上

交

通

の

：
便

忠

さ

か

.
ら
來
る
結
果
で:^
ろ
ぅ
。
%;

ぐ
が
し
、.
注
意
す
ベ
.
$
は
、
附
近
衬
と.
の
養
乎
緣
組
の
溆
合
、

，

同
じ
漁
村 

が
ら
は
少
く
、h却
っ.
て
農
村
ノ
そ
机
私
や
や
儺
れ
た
農
村
办6:
多
べ
來
て
'
 

い
る
蕻
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
農
村
の
狀
顧
は
全
く
判
ら
な
い
の
で
あ
る
が 

逆
に
こ
れ
ら
の
農
村
に
と
っ
て
は
、
こ
ぅ

言
っ
た
吸
⑴
カ
の
强
い
^

村
は 

過
剩
人
口
の
；捌
けn
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
■年
代
を
通
じ
て
最 

も
多
い
の
は
、
苗
の
本
村
の
四
ナ
五
人
で
あ
る
が
、
こ
の
村
は
海
に
は
.面 

:

せ
ず
"f

田

鐵

作.
一
通
に
而
彼
世
仕
候;%
:の
1—
:.
の
:#
ぃ
囔
淋
で
ぁ0.
だ
".
. 

又
次
に
多
い
の
は

91
本
浦
の
三
十
七
人
で
あ
る
が
、
こ
の
村
は
宙
の
本
村

. 

と
共
に
他
の
太
皮1
_̂

區
鰊
货
私
り
.>
最
も
密
接
处
る.
べ
ぎ
尾
驚
'^
の
ぃ：： 

間
に
は
1£
に
そ
れ
よ
り
も
少
く
な
っ
て
い
る
琪
は
、
少
く
も
人
的
關
係
に 

お
い
て
は
、
こ
の
村
が
同
一
の
齟
內
よ
り
も
、
隣
の
相
賀
組
の
引
本
浦
や
、 

■.
古
の
本
村
を
中
心
：と
す
る
農
爲
帶
と
結
ば
^:
で.
い
た
潘
を
示
ル
て
-
い
';
:
'
-
1

近
世
に
お
け
る
一
漁
村
の
人

-0
動
態

る
。
又
距
離
の.
點
で
は
最
も
近
：い
隣
村
島
勝
浦
か
ら
は
案
外
少
い
事
も
加 

X.-
:

て
、
人
口
の
流
人
が
、
地
理
的
な
、

,

或
い
は
又
政
治
的
な
位
置
と
は
關 

-

係
が
薄
が
づ
た
事
を
ー
ボ
す:'
4
の
で
杏
る
'°-

„

. :
•
 

: 

■

.

.

:

 

/:.

•

■'
..

■■,
:

附

記
-

体
稿
|<
^
ぃ
^'
使

扣

せ

る

史

料

は

日

本

常

民

文

仳

研

究

所

取
 

.

.•,

全
國
嫩
業1

資
料
及
び
德
川
林
政
、史
硏
,
所
所
藏
の
臾 

料
に
據
っ
た

-°.. 

. 

■

. 

.

.
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C
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